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太
子
ゆ
か
り「
腰
掛
け
石
」も

飽
波
神
社
（
安
堵
町
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
安
堵
町
東
安
堵
１
３
７
９

（
祭
神
）
素
戔
嗚
尊

（
文
化
財
）
本
殿
と
な
も
で
踊
り
道
具
は

県
指
定
文
化
財

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
か
ら
「
か
し
の

木
台
一
丁
目
」か「
住
江
織
物
」

行
バ
ス
で
「
東
安
堵
」
下
車
す

ぐ
。
駐
車
場
無

飽波神社の鳥居と拝殿‖安堵町東安堵で

飽
波
神
社
は
安
堵
町
の
太

子
道
（
筋
違
道
）
沿
い
に
鎮

座
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
に

は
牛
頭
天
王
社
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

太
子
道
と
は
、
聖
徳
太
子

が
斑
鳩
と
飛
鳥
を
愛
馬
・
黒

駒
に
乗
っ
て
往
還
し
た
と
伝

わ
る
古
道
で
奈
良
盆
地
を
斜

め
に
横
切
っ
て
い
ま
す
。

神
社
の
近
く
に
は
安
堵
町

役
場
や
安
堵
町
歴
史
民
俗
資

料
館
が
あ
り
、
ま
た
太
子
道

沿
い
に
は
聖
徳
太
子
の
伝
承

が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

飽
波
神
社
も
太
子
が
晩
年
に

妃
の
菩
岐
々
美
郎
女
と
過
ご

し
た
と
伝
わ
る
「
飽
波
蘆

垣
宮
」
跡
候
補
地
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
、
檜
皮
葺
の
一
間

社
（
正
面
の
柱
間
が
一
つ
）

春
日
造
で
、
県
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
境

内
に
は
太
子
が
腰
か
け
て
黒

駒
と
と
も
に
休
息
を
と
っ
た

と
伝
わ
る「
太
子
腰
掛
け
石
」

が
あ
り
ま
す
。

当
神
社
で
は
江
戸
時
代
ご

ろ
よ
り

雨
乞
い
の
｢
な
も
で

踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
明
治
時
代
に
途
切
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
１
９

９
５
年
に
約
１
０
０
年
ぶ
り

に
復
活
さ
れ
、
毎
年

月
の

秋
祭
り
の
宵
宮
（
今
年
は

月
第
４
日
曜
日
前
日
の

日
）に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

踊
り
の
衣
装
や
絵
馬
な
ど
関

係
資
料
は
県
指
定
文
化
財
で

す
。鳥

居
に
掲
げ
ら
れ
た
扁
額

｢
安
久
波
社
｣
の
文
字
は
、
安

堵
町
出
身
の
近
代
陶
芸
家
で

人
間
国
宝
第
１
号
の
富
本
憲

吉
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す

(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

河
添
正
雄
）


